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１日使用後の和風便器。 １日使用後の和風便器。

床材により菌の発現数が異なる例。平滑な床に
比べ、タイル床、特に目地部には水分とともに
菌が留保し、リスクになりやすいといえます。
清掃直後より 1.5 時間後に菌数が低減するの
は、乾燥が進んだ結果と考えられます。
全 4回の調査を通して全体に菌数がごく低く抑
えられ※、良好な管理状態が見てとれました。

※（参考）土壌や大便を測ると 108 前後の一般
生菌数が観察されることが多いようです。

小便器前床の一般生菌数（例）
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